
教授用資料

Webサポートのご紹介

❸登録した書目のWebサポートを開く
・❷のアクセスキー追加後、
　「資料集Webサポートへ」のボタンをクリック。
・お使いになりたい書目のアイコンをクリックすると、
　Webサポートが利用可能。
※次回以降は、会員ページの「資料集のWebサポート」アイコンより
　ご利用ください。

❷資料集Webサポートアクセスキーの追加
・❶の会員登録後、「会員ページ」から
　「Webサポートアクセスキーのご登録はこちら」
　をクリック。
・「資料集Webサポートアクセスキーの追加」に
　アクセスキーを入力し、「追加する」➡「内容を確認する」
　をクリック。

●�『図説�日本史通覧（2024年版）』のWebサポートでは、日本史の学習を�
サポートするさまざまなコンテンツをご用意しております。

●詳しくは、本チラシの内容または以下のQRコードからご覧ください。

コンテンツ一覧

・資料集Webサポートのアクセスキーは、年度ごとに変わります。
・資料集Webサポートは先生個人でアクセスキーのご登録が必要です。
・2022年度用以降と2021年度用以前では、登録方法が異なります。�

●アクセスキーのご確認方法

●資料集Webサポートのご登録方法
❶帝国書院ウェブサイトへの会員登録
・帝国書院ウェブサイトにアクセスし、「ログイン」を
　クリック。
・「新規会員登録」からお名前・メールアドレス・
　所属先などを入力して登録。
※会員登録は無料です。
※既に会員の方はメールアドレス・パスワードを
　入力してログイン。

・指導用添本のみ、表紙を開いたところにご案内
　（表面）とWebサポート掲載コンテンツ一覧・
　アクセスキー（裏面）を記載した色紙が挟み込
　まれています。�
※指導用添本は、生徒用供給本とは異なり、本
　の下側の切り口（“けした”）部分に赤線を引いて
　おります。�

 ※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-29
TEL：03-3262-4795（代）
URL：https://www.teikokushoin.co.jp/

●お問い合わせはこちらから
URL：�https://www.teikokushoin.co.jp/

enquete/saiyouhin_teacher/

　　　　　　　　　　 は、本チラシの内面でご紹介しております。おすすめコンテンツ

表面イメージ 裏面イメージ

コンテンツ 形式
おすすめコンテンツ① �「東アジア全図」

おすすめコンテンツ② �読み解き演習①～⑤　準拠ワークシート　生徒用/教師用（解答・解説）

おすすめコンテンツ③ �『日本史重要史料』207点

おすすめコンテンツ④ �〔考察解答〕・〔解説〕
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おすすめコンテンツ①

資料集Webサポートご利用方法

図説 日本史通覧

Webサポート
体験版は
こちら➡
URL： https://www.teikokushoin.co.jp/

high/work/detail/1039/

※内容は一部変更となる可能性がございます。

図説 日本史通覧　資料集Webサポート掲載コンテンツ一覧

対応ページ コンテンツ
巻頭９‒巻頭20 「読み解き演習①～⑤」準拠ワークシート

p.4‒22 巻頭「東アジア全図」データ
（「1～3世紀ごろ」～「20世紀後半」）

別冊 『日本史重要史料』テキストデータ

別冊 「ヒストリースコープ」コーナー［考察解答］・［解説］
テキストデータ

※内容は一部変更になる場合がございます。

アクセスキー：tP2XZ8Sa

『図説 日本史通覧』2023年度版
資料集Webサポートに関するご案内

ご利用上の注意
・�「資料集Webサポート」をご利用いただく権利は、『図説�日本史通覧』2023年度版をご採用いただく期間において有効
です。

・��当資料集をご採用いただいた学校では、「資料集Webサポート」として、帝国書院ウェブサイトから資
料集に関するデータのダウンロードができます。（https://www.teikokushoin.co.jp/）
・�「資料集Webサポート」をご利用いただく際には、帝国書院ウェブサイトへ会員登録をした上で、本紙
裏面に記載しているアクセスキーの入力が必要です。以下のご利用方法をご覧ください。

❶帝国書院ウェブサイトへの会員登録

資料集Webサポートご利用方法

❷資料集Webサポートアクセスキーの追加

❸登録した書目のWebサポートを開く

・�帝国書院ウェブサイトに�
アクセスし、「ログイン」を
クリック。
・�「新規会員登録」から、名
前・メールアドレス・所属
先などを入力して登録。

・�❶の会員登録後、「会員ペー
ジ」から「Webサポートア
クセスキーのご登録はこち
ら」をクリック。
・�「資料集Webサポートアクセ
スキーの追加」に本紙裏面の
アクセスキーを入力し、「追
加する」→「内容を確認す
る」をクリック。

＊会員登録は無料です。

・�❷のアクセスキー追加後、
「資料集Webサポートへ」
のボタンをクリック。
・�お使いになりたい書目のア
イコンをクリックすると、
Webサポートが利用可能。

※❶～❸の登録後は、会員ページの「資料集のWebサポート」アイコンよりご利用ください。

※2023年３月下旬より公開を予定しております。

営業
月日
担当

中山
23.10.11
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「東アジア全図」

読み解き演習
ワークシート 〔考察解答〕

〔解説〕

『日本史
　重要史料』

▲16世紀ごろの世界

▲読み解き演習②　絵図資料　準拠ワークシート　教師用

▲明の海禁政策と琉球王国 
　14世紀半ば～16世紀半ば

●原文・注・現代語訳を含めて、全207点をWordデータで収録�
　しております。�
●加工して授業プリントやテスト問題の作成にご活用いただけます。

●見開き冒頭のヒストリースコープの考察解答と解説の全172点を�
　Wordデータで収録しております。�
●加工して授業プリントやテスト問題の作成にご活用いただけます。

●巻頭特集の読み解き演習①～⑤に準拠したワークシートを、� �
　生徒用・教師用（解答・解説付）の2種類でご用意。授業ですぐに��
　ご活用いただけます。�

●�紙面に掲載の東アジア全図、関連する世界地図、関連する� �
テーマ地図の全31図をJPEGデータで収録しております。�
●授業でのプロジェクター表示やスライド作成などにご活用いただけます。

▲『蘭学事始』 ▲樺太・千島交換条約

▲建武の新政と南北朝の動乱 ▲憲法制定と立憲国家体制

おすすめコンテンツ①

おすすめコンテンツ②

おすすめコンテンツ③

おすすめコンテンツ④

帝国書院発行『図説 日本史通覧』巻頭「特集 読み解き演習② 絵図資料」準拠ワークシート

資料３は，飯
いい

沼
ぬま

を干拓してひらかれた飯沼新田を描いた絵図である。次の手順で，この絵図の内容を確認してみよう。

飯沼新田が開発された背景には，地域の村々と幕府のそれぞれ

の立場からみて，どのような必要性があっただろうか。資料４
を確認して，空欄を埋めてみよう。

・地域：　�飯沼の水が　　　　　　　　　　�として活用できず，
また�たびたび氾濫したため，干拓を望んでいた。

・幕府：　�財政をたてなおすために，新田開発による耕地拡大や，
　　　　　　　　　��を望んでいた。

　　　資料１の荘園のようすを読み解いてみよう。空欄（　　）には該当することばを記入しよう。

　　　�この絵図には，荘園と荘園との境界争いの際に作成されたとする解釈もある。この説の立場から，絵図が境界争いのなか
で作成されたと主張する場合，絵図中のどのような点が根拠になるだろうか。資料２やＱ２(6)の作業結果，本体�巻頭7
の「境界争いと荘園」を参考にして，根拠になりうることをあげてみよう。

資料３では，飯沼新田の中心部に「年貢免除地」がある。
なぜここでは年貢が免除されたのか，
資料４と本体 巻頭8の凡例をみてまとめてみよう。

Ｑ４

Ｑ５ 発 展

��紀
き
伊
いの
国
くに
桛
かせ
田
だの
荘
しょう
絵図 �桛田荘の歴史

�飯沼新田の開発の歴史

巻頭 11-12このワークシートは，『図説 日本史通覧』　　　　　の「特集 読み解き演習②　絵図資料」に対応しています。同ペー
ジを参照しながら，次の問いかけに答えてみましょう。

1147　�桛田荘が史料に初めて
登場する（崇

す

徳
とく

上
じょう

皇
こう

領）

1156　�保
ほう

元
げん

の乱で崇徳上皇が
敗北➡�のち桛田荘は後

ご

白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

へ

1164　�紀
き

ノ
の

川
かわ

の氾
はん

濫
らん

で川の流
路が変わる

　　　�➡�のち，桛田荘と志
し

富
ぶ

田
たの

荘
しょう

との間で境界争
いが起こる

1183　�後白河法皇が桛田荘を
神
じん

護
ご

寺
じ

に寄進する

1184　�桛田荘を神護寺領と認
める手続きが取られる

1223　�桛田荘と静
しず

川
かわの

荘
しょう

との間
で境界をめぐる争いが
起こる

資料１ 資料２
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宮ぐ
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か
わ

静
し
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川
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荘
） 桛か
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田だ
の

庄し
ょ
う（

荘
）

名な

手
て
の

庄
し
ょ
う

（
荘
）

西

南

東

北

牓
ぼ
う

示じ

紀
き

伊
いの

川
かわ

（紀
き

ノ
の

川
かわ

）

　　　�資料１の絵図には，
４つの荘園の名前が

記されている。絵図

から選んで，それぞ

れの荘園の名前を□

で囲んでみよう。

Ｑ１

⑴�Ｑ１の荘園名のうち，絵図の中央の部分に記されているのは　　　　　　　　　　　�である。
⑵�①の荘園名の南側には　　　　　　　　　と記された道が東西に走っている。
⑶�②の道の南側には，大河の　　　　　　　　　　　　　　　が東西に流れ，その支流の　　　　　　　　が
　　　　　　　　　　　　　　����の荘園の東側で③の川に合流している。

⑷�①の荘園名が記された周囲には，　　　　　　　　とみられる格
こう

子
し

状の記号が描かれている。

⑸�その周囲には，家屋がまとまった集落が４か所みえる。集落をすべて〇で囲んでみよう。また，それぞれ何

　��軒の家屋が見えるか，西側から順に数えよう。➡

⑹��荘園の境界を示す牓
ぼう

示
じ

が，❶～❺の５か所に示されている。牓示を＝の二重線で結んでみよう。

⑺��⑹で示した＝線の内側は，何の範囲を示しているだろうか。➡

軒・軒・ 軒軒・

⑻��その他，気づいたことを指摘してみよう。

全
体
の
よ
う
す

荘
園
の
よ
う
す

（①���　　　　　　��）
（②���　　　　��）

（⑥���　　　　�）

（③���　　　　��　　　　　）

（⑪���　　　　��　　　　　）

（⑤���　　　　��　　　　��）
（④���　　　　）

（⑦���　���）

Ｑ２

Ｑ３

資料 3

鬼怒川

菅生沼

利
根
川

新田の範囲
もとの飯沼とその
周辺の湿地の範囲（ ）

尾お

崎ざ
き

村

飯沼川

吉
よし

田
だ

用水

東
ひがし

仁
に

連
れ

川
がわ

西
にし

仁
に

連
れ

川
がわ

岡お
か
田だ

郡
の
村

猿さ

島し
ま
郡
の
村

結ゆ
う
城き

郡
の
村

開発の際に
開
かい
削
さく
された川

　この絵図の凡例

飯沼川

神社
＊�飯沼川の増水の際に水を
かぶるため年貢を免除。

川
・
堀

堤飯
沼
新
田

年ね
ん
貢ぐ

免
除
地
＊

新
田
の
境
界

➡凡例

資料 4
■江戸時代初期の飯沼のようす
◦�水はけが悪く，不要な水を排水で
きない
◦�たまり水は作物の害となり，農業
用水に活用できない
◦�豪雨の際に，たびたび氾

はん

濫
らん

した

享
きょう

保
ほう

の改革（徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

）＝新田開発を奨
しょう

励
れい

　　　　　　　��➡�耕地拡大で年
ねん

貢
ぐ

収入増大めざす

➡1722　�上
か

総
ずさ

国岡
おか

田
だ

郡尾
お

崎
ざき

村の名
な

主
ぬし

ら飯沼周辺各
村の代表者，幕

ばく

府
ふ

に飯沼干
かん

拓
たく

・新田開発
を申請➡幕府，許可

　　　　�幕府，井
い

沢
ざわ

弥
や

惣
そ

兵
べ

衛
え

を幕府側担当者に任命
　　　　◦�井沢は土木・治

ち

水
すい

の技術をもち，のち見
み

沼
ぬま

代
だい

用水
の開

かい

削
さく

などを指揮
　　　�➡�井沢の設計・指揮により，飯沼川（排水路）・吉

よし

田
だ

用水（農業用水の供給路）など開削
1727　飯沼新田の開発がひとまず完了

➡

幕府財政
の再建

目
的

⑴�飯沼新田はどのように広がっているだろうか。新田の範囲を赤線で囲んでみよう。

⑵��飯沼新田では，おもな川はどのようなところを流れているだろうか。本体�巻頭8の絵図の凡例を見て確認
　し，右の空欄を埋めてみよう。➡�南北に長く広がる新田の　　　　　��　部分や　�　　　　　の部分

⑸�飯沼新田は，飯沼をどのように干拓して開かれただろうか。次の手順で考えてみよう。

　①�本体�巻頭8で干拓後の川や水路の水の流れの向きを確認し，上の絵図に記入してみよう。
　②�干拓では，沼や湖を堤防で囲んで内部の水を抜き，陸地にする。そのためには，絵図中の川のどの部分を
　　�最初に掘る必要があっただろうか。①の水の流れの向きから推測して，破線　　　　　で囲んでみよう。

・結
ゆう

城
き

郡の村

⑶�飯沼新田の干拓には，多くの村が関係していた。本体�巻頭8の絵図の凡例を参考にして各郡の村の数を数え，
　まとめてみよう。

=��２か村 ・猿
さ

嶋
しま

郡の村=　　　　　　か村

⑷�中世や近世の村々では，神社が村の団結・まとまりに大きな役割を果たしていた。絵図の新田の周辺にも神

　社が見える。拡大されている神社には，どのような神社名が書かれているか，読みとってみよう。

・岡
おか

田
だ

郡の村=　　　　　��か村

➡�拡大されている神社には，　　　　　��　��と書かれている。　

新
田
の
広
が
り

村
々
の
よ
う
す

干
拓
の
手
順

（②���　　）（①���　　）

（　　　���　　）

（①���　　　　　）

（②���　　　　　）

（①���　　���） （②���　　���）

（⑧���　���）（⑨���　���）（⑩���　���）

静川

桛田庄（荘）

名手庄(荘)

７ ５ ６ ５

（例）牓示❶～❸が静川の流れの対岸に置かれており，静川の水を利用する際に桛田荘側
が有利。牓示❺が，紀ノ川よりもかなり志富田荘側に飛び出している。など

12

天神

水の流れ

中央 外周

10

（例）水はけが悪く，川の増水の際に
は水をかぶる被害があったため。

農業用水

年貢増収

・桛田荘の荘園名の東側には，仏をまつる堂 (仏堂 )と八幡神をまつる八幡堂が描かれている。
・桛田荘の荘園名の北には，「大豆田中山」の地名が記されている。など

大道

田畑

紀伊川(紀ノ川)

桛田荘の荘園の範囲

静
し ず

川
か わ

❸

❺
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教授用資料

Webサポートのご紹介

❸登録した書目のWebサポートを開く
・❷のアクセスキー追加後、
　「資料集Webサポートへ」のボタンをクリック。
・お使いになりたい書目のアイコンをクリックすると、
　Webサポートが利用可能。
※次回以降は、会員ページの「資料集のWebサポート」アイコンより
　ご利用ください。

❷資料集Webサポートアクセスキーの追加
・❶の会員登録後、「会員ページ」から
　「Webサポートアクセスキーのご登録はこちら」
　をクリック。
・「資料集Webサポートアクセスキーの追加」に
　アクセスキーを入力し、「追加する」➡「内容を確認する」
　をクリック。

●�『図説�日本史通覧（2024年版）』のWebサポートでは、日本史の学習を�
サポートするさまざまなコンテンツをご用意しております。

●詳しくは、本チラシの内容または以下のQRコードからご覧ください。

コンテンツ一覧

・資料集Webサポートのアクセスキーは、年度ごとに変わります。
・資料集Webサポートは先生個人でアクセスキーのご登録が必要です。
・2022年度用以降と2021年度用以前では、登録方法が異なります。�

●アクセスキーのご確認方法

●資料集Webサポートのご登録方法
❶帝国書院ウェブサイトへの会員登録
・帝国書院ウェブサイトにアクセスし、「ログイン」を
　クリック。
・「新規会員登録」からお名前・メールアドレス・
　所属先などを入力して登録。
※会員登録は無料です。
※既に会員の方はメールアドレス・パスワードを
　入力してログイン。

・指導用添本のみ、表紙を開いたところにご案内
　（表面）とWebサポート掲載コンテンツ一覧・
　アクセスキー（裏面）を記載した色紙が挟み込
　まれています。�
※指導用添本は、生徒用供給本とは異なり、本
　の下側の切り口（“けした”）部分に赤線を引いて
　おります。�

 ※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町3-29
TEL：03-3262-4795（代）
URL：https://www.teikokushoin.co.jp/

●お問い合わせはこちらから
URL：�https://www.teikokushoin.co.jp/

enquete/saiyouhin_teacher/

　　　　　　　　　　 は、本チラシの内面でご紹介しております。おすすめコンテンツ

表面イメージ 裏面イメージ

コンテンツ 形式
おすすめコンテンツ① �「東アジア全図」

おすすめコンテンツ② �読み解き演習①～⑤　準拠ワークシート　生徒用/教師用（解答・解説）

おすすめコンテンツ③ �『日本史重要史料』207点

おすすめコンテンツ④ �〔考察解答〕・〔解説〕

JPG

PDF

DOC

DOC

おすすめコンテンツ①

資料集Webサポートご利用方法

図説 日本史通覧

Webサポート
体験版は
こちら➡
URL： https://www.teikokushoin.co.jp/

high/work/detail/1039/

※内容は一部変更となる可能性がございます。

図説 日本史通覧　資料集Webサポート掲載コンテンツ一覧

対応ページ コンテンツ
巻頭９‒巻頭20 「読み解き演習①～⑤」準拠ワークシート

p.4‒22 巻頭「東アジア全図」データ
（「1～3世紀ごろ」～「20世紀後半」）

別冊 『日本史重要史料』テキストデータ

別冊 「ヒストリースコープ」コーナー［考察解答］・［解説］
テキストデータ

※内容は一部変更になる場合がございます。

アクセスキー：tP2XZ8Sa

『図説 日本史通覧』2023年度版
資料集Webサポートに関するご案内

ご利用上の注意
・�「資料集Webサポート」をご利用いただく権利は、『図説�日本史通覧』2023年度版をご採用いただく期間において有効
です。

・��当資料集をご採用いただいた学校では、「資料集Webサポート」として、帝国書院ウェブサイトから資
料集に関するデータのダウンロードができます。（https://www.teikokushoin.co.jp/）
・�「資料集Webサポート」をご利用いただく際には、帝国書院ウェブサイトへ会員登録をした上で、本紙
裏面に記載しているアクセスキーの入力が必要です。以下のご利用方法をご覧ください。

❶帝国書院ウェブサイトへの会員登録

資料集Webサポートご利用方法

❷資料集Webサポートアクセスキーの追加

❸登録した書目のWebサポートを開く

・�帝国書院ウェブサイトに�
アクセスし、「ログイン」を
クリック。
・�「新規会員登録」から、名
前・メールアドレス・所属
先などを入力して登録。

・�❶の会員登録後、「会員ペー
ジ」から「Webサポートア
クセスキーのご登録はこち
ら」をクリック。
・�「資料集Webサポートアクセ
スキーの追加」に本紙裏面の
アクセスキーを入力し、「追
加する」→「内容を確認す
る」をクリック。

＊会員登録は無料です。

・�❷のアクセスキー追加後、
「資料集Webサポートへ」
のボタンをクリック。
・�お使いになりたい書目のア
イコンをクリックすると、
Webサポートが利用可能。

※❶～❸の登録後は、会員ページの「資料集のWebサポート」アイコンよりご利用ください。

※2023年３月下旬より公開を予定しております。

営業
月日
担当

中山
23.10.11
DTP/細井C M Y BK
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